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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

化学は，地球上に存在する様々な物質の性質と変化を理解し，その本質を明らかにしようとする学問である。こ

れまでの研究成果によって，今までになかった新しい物質を人工的に合成することが可能となり，私たちの生活は

格段に豊かになった。しかし，私たちの行う生産活動は，資源の浪費や環境汚染などの新たな問題を引き起こすこ

とにもなった。今後，これまでの豊かな生活を維持しながら，現在抱えている様々な問題を解決し，持続的な発展

を続けていくためにも化学の知識と技術が不可欠である。そのような困難な課題解決に取り組んでいくためにも，

化学の基礎をしっかりと身に付け，自ら考え応用できる力を育んでほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

１．物質の状態変化，状態間の平衡，溶解平衡および溶液の性質について理解できるとともに，日常生活や社会と

関連づけて考察できる。 

２．化学変化に伴うエネルギーの出入り，反応速度および化学平衡をもとに化学反応に関する概念や法則を理解で

きるとともに，日常生活や社会と関連づけて考察できる。 

３．無機物質(非金属元素)の性質や反応を探究し，元素の性質が周期表に基づいて整理できることが理解できると

ともに，日常生活や社会と関連づけて考察できる。 

４．上記の目標を達成するために実験等を行い，学習内容を深めるとともに，化学的に探究する能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 

自然の事物･現象に興味

や関心を持ち，意欲的に

それらを探究しようとす

る姿勢など科学的態度を

身につけている。 

・授業中，集中して取り

組める。 

・授業で得た知識をもと

に，さらに発展的な内

容に興味を持ち，自分

で学習を深めることが

できる。 

 

自然の事物･現象の中に

問題を見いだし，探究す

る過程を通して事象を科

学的に考察し，導き出し

た自分の考えを的確に表

現している。 

・授業内容について科学

的な捉え方ができる。 

・授業内容と，社会や日

常生活との関連を考え

ることができる。 

・発展的な内容について

も思考を展開できる。 

 

観察･実験を行い，基本操

作を習得するとともに，

それらの過程や結果を的

確に記録･整理し，自然の

事物･現象を科学的に探

究する技能を身につけて

いる。 

・実験操作の意味をよく

理解し，薬品･器具等を

的確に使用できる。 

・実験結果に対する考察

が充分であり，その内

容を適切に伝えること

ができる。 

 

自然の事物･現象につい

て，基本的な概念や原理･

法則を理解し，知識を身

につけている。 

・学んだ内容が関連付け

て整理され，定着して

いる。 

・身に付けた知識を用い

て，発展的に応用させ

ることができる。 

評
価
方
法 

 

・学習状況の観察 

・ノート，レポート等の

記述 

 

 

・学習状況の観察 

・ノート，レポート等の

記述 

・観察･実験の考察 

・定期考査の結果 

 

 

・学習状況の観察 

・ノート，レポート等の

記述 

・観察･実験の記録と結果 

・定期考査の結果 

 

・学習状況の観察 

・ノート，レポート等の

記述 

・定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 
 

学 
 

期 

物
質
の
状
態
と
平
衡 

物質の状態 ○   ○ 

a:物質の状態変化とその平衡について関

心や探究心をもち，意欲的にそれらの

理解や探究に取り組むとともに，科学

的な自然観を身に付けている。 

b:物質の状態変化とその平衡について問

題を見いだし，観察･実験あるいは事実

の分析や総合的把握を通じて，実証的･

論理的に考察して問題を解決し，科学

的に判断することができる。 

c:観察･実験の技能を習得するとともに，

物質の状態変化とその平衡について科

学的に探究する方法を身に付け，それ

らの過程や結果及びそこから導き出し

た自らの考えを的確に表現することが

できる。 

d:物質の状態変化とその平衡に関する観

察･実験･探究活動などを通して，それ

らについての基本的な概念や原理･法

則を理解し，知識を身に付けている。 

・平常点 
(実験や 

提出物等) 

・定期考査 

気体の性質 ○ ○ ○ ○ 

溶液の性質 ○ ○  ○ 

固体の構造 ○  ○ ○ 

２ 
 

学 
 

期 

化
学
反
応
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

化学反応と熱・光 ○ ○ ○ ○ 

a:化学反応と熱･光に関する事物･現象に

関心をもち，意欲的にそれらを探究す

るとともに，科学的態度を身に付けて

いる。 

b:化学反応とエネルギーとしての熱･光

の出入りに関する事物･現象の中に問

題を見いだし，観察･実験などを通じ

て，事実を分析的･総合的に捉え，実証

的･論理的に考察して問題を解決し，科

学的に判断できる。 

c:観察･実験の技能を習得するとともに，

化学反応と熱･光に関する事物・現象を

科学的に探究する方法を身に付け、そ

れらの過程や結果及びそこから導き出

した自らの考えを的確に表現できる。 

d:観察･実験などを通して，化学反応と

熱･光に関する事物・現象についての基

本的な概念や原理･法則を理解し，基本

的な知識を身に付けている。 

・平常点 
(実験や 

提出物等) 

・定期考査 

化
学
反
応
の
速
さ
と
平
衡 

化学反応の速さ ○ ○  ○ 

a:化学反応の速さと化学平衡に関する事

物･現象に関心をもち，意欲的にそれら

を探究するとともに，科学的態度を身

に付けている。 

b:化学反応の速さとその要因，化学平衡

の原理とその移動に関する事物･現象

の中に問題を見いだし，観察･実験など

を通じて，事実を分析的･総合的に捉

え，実証的･論理的に考察して問題を解

決し，科学的に判断できる。 

c:観察･実験の技能を習得するとともに，

化学反応の速さと化学平衡に関する事

物・現象を科学的に探究する方法を身

に付け、それらの過程や結果及びそこ

から導き出した自らの考えを的確に表

現できる。 

・平常点 
(実験や 

提出物等) 

・定期考査 

化学平衡 ○ ○ ○ ○ 
３
学
期 



３ 
 

学 
 

期 

 水溶液中の化学平衡 ○ ○  ○ 

d:観察･実験などを通して，化学反応の速

さと化学平衡に関する事物･現象につ

いての基本的な概念や原理･法則を理

解し，基本的な知識を身に付けている。 

 

無
機
物
質 

周期表と元素 ○   ○ 

a:無機物質に関する事物･現象に関心や

探究心をもち，意欲的にそれらを探究

するとともに，科学的態度を身に付け

ている。 

b:無機物質に関する事物･現象の中に問

題を見いだし，観察･実験などを通じ

て，事実を分析的･総合的に捉え，実証

的･論理的に考察して問題を解決し，科

学的に判断できる。 

c:観察･実験の技能を習得するとともに，

無機物質に関する事物･現象を科学的

に探究する方法を身に付け，それらの

過程や結果及びそこから導き出した自

らの考えを的確に表現する。 

d:観察･実験などを通して，無機物質に関

する事物･現象についての基本的な概

念や原理･法則を理解し，知識を身に付

けている。 

・平常点 
(実験や 

提出物等) 

・定期考査 

非金属元素の単体と 

化合物 

・水素と希ガス 

・ハロゲンとその化合物 

○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元(題材)で全ての観点について評価することとなるが、学習内容(小単元)の各項

目において特に重点的に評価を行う観点(もしくは重み付けを行う観点)について○を付けている。 

 


